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【 背景 】 
外部放射線治療で使用されるリニアックは、電子を加速させることで X線、電子線を出力する。
そのために、出力される線量は経時的な変動を持つ。この出力線量の変動は、線量分布を測定す

る際に、分布の形状等に影響する。そこで出力線量の変動を補正するための方法として、変動補

正用検出器が使用されることがある。変動補正用検出器は、一般に空洞電離箱が用いられ、ファ

ントムの上方に位置される。しかしながら、実際に目的とする測定線量はファントム中の線量で

あり、変動補正用検出器を使用することによる測定線量への影響が懸念される。 
そこで変動補正用検出器から発生する散乱線の成分を検討した。対象とする放射線が散乱線で

あり、実測することは困難であるので、モンテカルロシミュレーションコード EGS4を用いた。 
 
【 方法 】 

EGS４を用いて、変動補正用検出器から発生する散乱線成分を評価した。変動補正用検出器と
して、指頭型電離箱を想定し、壁材をPMMA、中心電極をAlとした。散乱線の評価を目的として
いるため、変動補正用検出器を照射野の中心に設置し、照射野は、3×3cm2とした。以下に幾何

学的配置と変動補正用検出器の形状を図示する。 
また一般に放射線治療用の高エネルギー光子は、コンプトン散乱が支配的であるので、

Klein-Nishinaの式を用いた散乱光子成分の検討も行った。 
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図 1 幾何学的配置と変動補正用検出器（指頭型電離箱） 


